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58．頚部前屈に伴う脳波 ， 眼球運動反応時間及び H

　波の変化

　　 ○藤原 勝 夫，国 田賢 治，外 山 寛，浅 井 仁

　　 （金沢 大 学 ・医学 部）

【目的】こ れ まで我 々 は，頚部前屈姿勢を保持した

場合 に 眼球運動反応 時間が短縮する との 知見 を得

た。こ の 反応時間の 短縮 の要因として ，頚背蔀の筋

活動量の増加に伴 う脳 の 覚醒水準 の 上昇が推察され

た 。 あわせ て，脊髄 にも促通がある こ とが先行研究

か ら予想 された。そ こ で 本研 究 で は
， 頚部前屈姿勢

を保持 した際 の 眼球運動反応時間および振幅ス ペ ク

トラ ム値を分析す る とと もに，ヒ ラ メ筋 の H 反射

を分析 した 。

【方法】被験者は，成人男子 7 名からな る 。 被験者

の 体幹を座 位に て 固定 した 。 0
°
　 （安静），10

°
及

び20
°

の頚部前屈角度を保持 した条件に て，脳波の

振幅ス ペ ク トラ ム値，眼球運動反応時間及び H 波

の 振幅をそ れ ぞ れ測定した 。 脳波は閉眼の 状態に て

単 極 導出 し，そ の 導 出 部位 は 10−20法 に よ る F3 ，

F4，　 C3，
　 C4，

　 P3及び P4とした。 眼球運動反応時間

は ， 被験者に 二 点交互 に点灯する視標を注視 ・追従

させ
， 視標 の 移 動開始 か ら衝動性 眼球運動 の 反応 開

始 まで の 遅延時間 と して 求め た 。 視標 の 点灯時間を

1 − 3 秒 の ラ ン ダム な時間間隔とし，視角 を20
°

と

した 。
H 波は ， 閉眼 の 状態 に て 右下肢 の 脛骨神経 へ

電気刺激を行 い ，同下肢 の ヒ ラメ筋か ら導出 した 。

電気刺激 の 刺激間隔 を 5秒間 とし，刺激時 間を 1 ミ

リ秒 とした 。

【結果及び考察1脳波の振幅ス ペ ク トラ ム値 は，

C3，　 C4，　 P3及び P4の 部位で の ア ル フ ァ 帯域 （8 −

13Hz） と全 て の 部位で の ベ ータ帯域 （13〜30Hz）

に て，頚部前屈角度 の 増大に 伴 い 高 くな っ た 。 眼球

運動反応時間は，前屈角度が 大き くな る に つ れ て短

くな っ た 。 その 値は， 0
°

で は 196、0± 17．94ms．で

あ り，20
°

で は184．5±17．84ms．で あっ た 。
　H 波の振

幅は，前屈角度の増大に伴 い 高 くな っ た 。 そ の値

は，0
°

で は 3．71±1，llmV であ り，20
°

で は 4．72±

1．14mV であっ た 。

　 こ れ ら の結果か ら，頚部前屈姿勢を保持する こ と

で脳の覚醒水準が上昇 し，眼球運動反応時間が 短縮

する こ と，さらに脊髄の促通現象が伴 うこ とが考え

ら れ た 。

59．身体傾斜による ヒラ メ筋 H 反射の振幅の変化

　　○ 江川 賢一一一，北 畠義典，種 田行 男

　 　 （財 団法 人明 治生 命厚 生事 業 団体 力医 学研 究所 ）

【目的】ヒ トが直立姿勢を保 持してい る 際 には ，抗

重力筋で ある ヒ ラ メ 筋に お い て H 反射が抑制され

る こ とが報告 されて い る 。 そ こ で ， 本研究 で は臥位

か ら直立位 まで の 身体傾斜角度と，ヒ ラ メ筋 H 反

射の 振幅との 関係につ い て検討した 。

【方法】神経学的疾患 の ない 健常男性 6名 （年齢 19
〜30歳）を被験者と した。被験者に は 身体傾斜台上

で基本肢位を保持させ た。足 関節 は身体傾斜台に固

定された足底板によ っ て約90
°

に固定 し，前脛骨筋

の 表面筋電図 を測定した 。 身体長軸 と水平面 との な

す角度 が OD 　（仰 臥位），30
°
，60

°
，及 び90

°

（直立位〉の 条件に お ける ヒ ラ メ筋 H 反射 をラ ン

ダ ム に測定した 。 測定は，各傾斜条件を提示 して か

ら 2 分後に開始 した 。 ヒ ラ メ筋 H 反射は，H 波振

幅を最大にする刺激強度で 膝窩部に て脛骨神経を電

気刺 激 （持続 時間 1msec の 矩形波， 5 − 7 秒 間隔

で 15回） して導出 し，
こ の H 波振幅の最大 M 波に

対する割合 （HfM 比）を指標とした 。

【結果と考察】すべ て の 測定 に お い て 前脛骨筋 の 筋

放電 は みられなか っ た 。 それぞれ の 被験者 に つ い て

一元配置分散分析をした結果，すべ て の 被験者につ

い て HIM 比 に対す る傾斜角度 の 要因効果が有意 で

あ っ た （P 〈O．Ol）。 そ こ で対照条件 と各傾斜条件の

H／M 比 を比較す る と，30
°

条件で はすべ て の 被験

者 に つ い て 有意差 が み られ な か っ た （P＞ O．05）

が ，60
°

条件で は 4 名，90
°

条件で はすべ て の被験

者に つ い て対照条件 よ りも有意に低下 し た （P く0．

05）。 した が っ て，直立姿勢の 調節機構 と して の ヒ

ラ メ 筋 H 反射の 抑制現象は，身体傾斜角度が 30
°

以 下 の 姿勢で は み ら れず，30e か ら60
°
付近の 間 で

生ずる もの と推察された 。
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